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私が神学生の頃、よく人々から「なぜ神父になり

たかったの？」と、尋ねられました。 その時、私は 

「小学校 2 年生の頃から、神父さんになりたかった

からです」とよく答えています。でも、 本当の理由

は 私もよく分かりませんでした。 

しかし、今、よく考えて、自分の心によく聞いてみ

たら、「人生を神さまと人々の奉仕で過ごした

い！」 「教会の奉仕で、神さまの限りない愛を

人々に伝えたい、分かち合いたいです！」と聞こ

えます。 

 

フィリピンのセブで2018年1月27日に司祭に叙

階されました。皆さん、たくさんのお祈りをしてくだ

さったこと、まことにありがとうございました。 

私の助祭のプログラムは旧主任司祭ヴィタリ神

父の導きのおかげで、たくさん良い勉強になりまし

た。司祭叙階のためフィリピンに帰国して、司祭叙

階の日、新しい主任司祭 荻神父から「助任司祭

として幟町教会に派遣されるよ」と聞いてとてもうれ

しく思いました。 

この教会には 日本人、フィリピン人、ベトナム

人、ブラジル人、ペルー人、アメリカ人など、多くの

国籍の人たち、家族は集まっている、インターナ

ショナルというか、開かれた教会です。 

 

老いも若きも、

異なるライフスタ

イルの人も、国籍

を問わず、皆が、

ごミサや、教会の

いろんな活動に協

力してくださるのを見ると、若い司祭としてとても感

動しました。異文化や言葉の壁に止められないで、

皆で一緒に礼拝するのを見ると、私は神の国の働

く者であること、この共同体のメンバーであることを

誇りに思います。国、文化的背景など、皆の話に

耳を傾け、頑張りたいと思います。 

 

若い司祭として、私が今できることはまだ非常に

限られていることを知っています。何か言葉の発

音を間違ってしたり、何か違ったやり方をしたりした

ときは、どうぞ遠慮なく、訂正をお願いします。私た

ちは一家族ですから。 

皆さんのお祈りと導きによって、神の国の謙虚な

司祭として成長して行きたいと思います。日々、私

の一日の仕事がすべて聖霊の導きに従いますよう

に祈っています。どうぞよろしくお願いします。 

 

2018 年 

№493 

10 月 

神様の限りない愛を世界に伝え 

 バート神父（カシャーノ・バルトロメ） 
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９月 16 日に敬老祝賀会が多目的ホールで

行われました。今年度の祝賀会対象者は 266

名で、その中に、ご夫婦が対象者である方が

29 組おられます。祝賀会に出席された方は

45名でした。 

 

祝賀会では、教会学校の子供達の合唱と手作りの箸

袋を、握手を交わしながらプレゼントを渡され、とても喜

んでいただきました。この他、荻神父様のカンツォーネ

の独唱や参加された神父様からの歌のプレゼントがあ

り、祝賀会は和気あいあいと行われました。 
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日時：10月 28日（日） 

9時半ミサ後 
（11：00－14：00） 

場所：多目的ホール 
マリアホール 
カトリック会館前庭 

現在、聖堂は耐震工事中です。聖堂維持補修
には多額の費用がかかるため、バザー収益は、
聖堂維持補修のために寄付します。また北海道
東部地震被災者にも寄付金を送ります。 
 ぜひみんなで、共同体でいることの喜びを感
じ、愛を分かち合いましょう。 
 
 

エンディングノート講座 

「カトリックの死生観と葬儀」 
 

日時：11 月 4 日（日）9 時半ミサ後 

場所：マリアホール 

主催：レクイエム委員会 

 
 
 
 
 

楽しいこと 

 教会へ来て、共にミサに与り、共に祈り、そ

して友人に会えること。 

 教会の勉強会に出席すること。 

 聖書を読むこと。 

 共に集まって、食べること。 

 家庭菜園。習いごと。 

困っていること 

 体の衰え。 

 病気が見つかったが、前向きに明るく考え

ていく。 

 信者生活は長いが、真の勉強ができていな

いこと。 

 

 

 

 

 

教会へのお願い 

 高齢者の集いを定期的に持ちたい。 

 一年に一度では長いので、半年に一度位は

集まりたい。 

 高齢者と子供との集いがあったら良い。若

い人とも交流したい。 

 教会のミサ後に、将棋や囲碁の集いをした

らどうか。 

 定年で家にいる人を教会の奉仕に参加しや

すい方法を考える。 

敬老祝賀会に出席された

方々から、次のようなお話を

伺いました。 

10 月 28 日 

幟
町
教
会
バ
ザ
ー 
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編集後記  

豪雨、台風、地震と、こんなに

も災害が続くとは… それでも私たち

は生きている限り歩み続けなければい

けませんね。悲しみに留まるのではな

く、歩み続けることによってのみ希望を

分け与えられることを信じて。（ひ） 

引き続き、ご支援をお願いします 
西日本豪雨被災者支援のための募金を、引き

続き行っています。皆さまのご協力をお願いし
ます。 
 
広島教区内の被災された信者・教会施設

のための募金 

聖堂入口やカトリック会館事務所にお

いてある、白い封筒「西日本豪雨被災者

のための募金」に支援金を入れ、献金箱

または事務所受付の投函口に入れてく

ださい。 

  

振込を利用される方は、郵便局で次の口

座にお願いします。 

（受付期間：１１月末日まで） 

郵便振替口座番号： 

０１３１０－０－１６７６０ 

加入者名：カトリック広島司教区 

通信欄に「西日本豪雨災害支援」と明記してく

ださい。 

  

すべての被災者のための募金 

郵便局で、次の口座に振り込んでください。 

郵便振替口座番号： 

００１７０－５－９５９７９ 

加入者名：カトリック中央協議会カリタス・ジ

ャパン 

通信欄「西日本豪雨災害」と明記してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 新しく幟町の家族になられた方々です。 
 よろしくお願いします。 
 
8/12（海田） 
8/26（幟） 
8/12（海田） 
8/17（東雲） 
8/19 (段原） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
カトリック幟町教会 
 

〒730-0016  広島市中区幟町4番42号 
電話     082-221-0621 
ファクス   082-221-8486 
ホームページ http://noboricho.catholic.hiroshima.jp 
 

ミサの時間 
日曜日 7:30、9:30、14:30～（英語） 
第1日曜日 16:00（ポルトガル語） 
第3日曜日 11:00（ベトナム語） 
月の最後の日曜日 17:00（スペイン語） 
平日 7:00  金曜日 7:00、10:00 
土曜日7:00、18:00（主日） 

主任司祭 荻 喜代治 神父 
助任司祭 服部大介 神父（教区司祭） バート神父（淳心会） 
協力司祭 ベッラ・アルベルト 神父（ミラノ外国宣教会） シスター 小野島照子（援助修道会） 

現
金
の
方 

振
込
の
方 

 
 

  

 

 

ウェルカム ニュー ファミリー 

●  8月号 2ページで活動グループ代表を紹介しましたが、宣教企画部は現在活動を休止しています。 


